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ThepurposeofthisstudyistoidentifyhowYOgoteachersuseapracticalsupportingprocessfOrstudentswho
donotattendschoolorwhocannotattendtheirclasses,orentertheirclassrooms,fOrwhateverreasonForsemi-

structuredinterviews,sixYOgoteachersworkingatelementaryschoolsandjuniorhighschoolsinMPrefecture

wereselectedandaskedtoprovideinfｂｒｍａｔｉｏｎｏｎｔｈｅｃａｓｅｓｔｈｅｙｈａｄｈａｄｃｏncerningsuchstudents，Thedata

obtainedffomtheinterviewsweretranscribedinword-for-wordfOrmandthiswasanalyzedthroughtheM-GTA

(ModifiedGroundedTheoryApproach)．

InregardtothemannerofsupportfOrtroubledstudentMheresultsrevealedthesethreepoints：ｌ）YOgo

teachersdealtwiththestudentsnotexcursivelybutbasedontheirintuitionbyobservingthestudents，statesor

behavior2)HoweverうwhiletheseYOgoteacherswerenotfUIlyawareofamethodfOrsupportingsuchstudents，
theyutilizedthesystemflexibly3）Thesupportprocessprogressedas,fromthestudent，spointofview,an
understandingofthemeaningandpurposeoftheschoolhealthofficedeepenedThelefOre，essentialIy，the3

pointsoutlinedaboveexistinthismarginalspace-theschoolhealthofficelnaddition，theseYOgoteachers

cameupwiththeirownsupportmethodsaccordingtoeachstudent，sdevelopmentalstagesorpsychological

statesandaimedtoeventuallyhelpthestudentsbecomeselfTeliant．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：schoolhealthoffice,yogoteacher,schooltruancy,supportprocess

係をめぐる問題」に起因「いじめを除く友人関係を

めぐる問題」に起因の順であり，中学校では，「その

他本人に関わる問題」に起因が一番高く，ついで「い

じめを除く友人関係の問題」に起因「学業不振」に

起因の順となっている．不登校の児童生徒の総数は減

少しているが依然深刻な状況にある事は疑いない．

児童生徒の心理社会的問題の原因は，複雑で特定的な

ものではない．その背景として，「傷つけやすく傷つ

きやすい薄い人間関係」（柴山2007）や，薄氷のよう

な心を持つ児童生徒の心の脆弱化がある．

不登校に関しては,２０世紀アメリカの児童精神医学

が母子の分離不安に着目した親子関係原因論がある．

しかし分離不安論だけでは不登校発現の一部しか説

明できないことから，学校のシステムや在り方に原因

を求める学校原因論がある（齋藤,2008)．既に，我が

国でこの原因論の動向を大きく変化させたのが１９９２

年の学校不適応調査研究協力者会議が「登校拒否（不

問題

現代日本の社会的な変化に伴い，児童生徒たちの心

身にかかえる問題は多様化してきた．非行，暴力，い

じめ，自傷行為，不登校，教室外登校などが表面化し

予防的対応が取られているが未だ根本的な解決には

至っていない．児童生徒たちの心理社会的状況は社会

の影響を強く受けており，少子化に伴う仲間遊びの減

少，ギャング・エイジの喪失など，様々な現象を生み

出してきた．

不登校の現状を見てみると平成20年度の不登校児

童生徒の数は，126,805人で前年に比して減少した．

在籍児童生徒に占める割合は，Ｌ１８％（小学校0.32％，

中学校2.89％）である（文部科学省，2009)．不登校

状態になったきっかけとして小学校では，「その他本

人に関わる問題」に起因が一番高く，ついで「親子関
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登校）問題について－児童生徒『心の居場所』づくり

を目指して－」という報告書からである．不登校は普

通の児童生徒誰にでも起こりうるとし，学校生活上の

問題が起因となって起こる場合もあることを認めてい

る．

また，1998年の中央教育審議会答申は，「心の居場

所」としての保健室の役割の重要性を挙げている．こ

の答申では，児童生徒が保健室を訪れる理由として心

の問題や心の悩みを挙げ，養護教諭はその対応を継続

的に行っている．また，学校に登校しても授業には出

席せず，保健室で過ごす「保健室登校」が中学校では

4割近くあるとしている．さらに2003年の不登校問

題に関する調査研究者会議の報告書「今後の不登校へ

の対応の在り方について」では，1995年以降急激に増

加した不登校の支援について，児童生徒の不登校の特

性に応じ，受容的に見守りながらも必要であれば積極

的な対応（欠席状況を改善する）をするような柔軟性

も求めている．

実際，学校では，「不登校は増加しているのではな

いか」と思っている教師は多い．それは，それまでは

不登校としていた保健室登校や別室登校，適応指導教

室やフリースクールへの登校を出席とする（文部科学

省，2003）ようになったため数値上は不登校としてい

ないせいである．また，学習面・行動面に著しい困難

をしめす児童生徒たちの割合は，通常学級に６３％存

在する（文部科学省，2002）とされ，二次的な障害と

して不登校になる場合もある．本研究では，上記のよ

うに教室以外の場所に登校している状態を教室外登校

と呼ぶこととする．

このように教師は，その児童生徒の不登校の特性に

応じた柔軟な対応を求められてきたので，様々な不登

校の態様を受け入れていくようになってきている．

養護教諭は，学校教育全般を通して児童生徒の健康

のみならず人間的な発達も支援していく立場にある．

また，養護教諭は，児童生徒の体格，体力，疾病，栄

養状態の実態や不安や悩みなどの心の健康に関する実

態や保健室で捉えた傷病の実態を多面的に把握する．

そのため，児童生徒の身体的不調の背景に，いじめな

どの心の問題が関わっていること等のサインにいち早

く気づくことのできる立場にある（保健体育審議会答

申1997)．そして，本答申は，養護教諭の「新たな役

割」として，健康相談活動を「養護教諭の職務の特質

や保健室の機能を生かし児童生徒の様々な訴えに対

して，常に心的な要因や背景を念頭に置いて，心身の

観察，問題の背景の分析，解決のための支援，関係者

との連携など心や体の両面への対応を行う活動」と提

言したのである．さらに中央教育審議会答申（2008）

では，養護教諭は，学校保健活動の推進に当たって中

核的な役割を果しており，現代的な健康課題に向けて

重要な責務を担っていると述べている．また５０年ぶ

りに改正された学校保健安全法（2008）では，第２章

第２節第８条において健康相談が新設された．

このように，養護教諭は児童生徒の心身の状況から

判断し，従来から健康相談活動は行ってきている（三

木,2005)．その一方，心と体の深い関連が持つ意味は，

現代社会においては特に重要性を増してきており，今

まで以上にその健康相談活動の遂行が期待されている

と考える．

栗谷ら（2003）は，養護教諭の援助技術は児童生

徒の危機的状況と苦悩を軽減していくことを前提とし，

教育的要素の濃いスキルを持つとしたまた鹿野ら

(2009）は，児童生徒と養護教諭が共に成長する互恵

関係を構築しているとし，養護教諭にはケア実践的な

オリジナルアプローチがあるとした．これらの研究は

分かりにくいとされる養護教諭の専門性を質的分析に

よって明らかにした点では意味のあるものである．し

かし，これらは，養護教諭の具体的な支援の方法につ

いて分析したものではない

そこで，本研究では，養護教諭は，不登校・教室外

登校の児童生徒に対する支援のプロセスの中で，どの

ような支援の方法を実施しているかを明らかにするこ

とを目的とする．

方法

１．本調査

1）調査対象者

Ｍ県の小中学校で，不登校・教室外登校に関わっ

た事のある養護教諭６名の事例をもとに調査研究者に

よる半構造化面接を行ったなお，事前に研究の目的

等を口頭と文書で説明し同意を求め，事前アンケート

の調査への同意を求めた．

2）実施時期

平成２１年７月～１１月

3）調査方法

(1)質的研究法の採用

本研究では，質的研究法を採用する．質的研究とは

データの質的側面を重視する研究法である．本研究で

は，養護教諭に日頃の実践を語ってもらうことにより，

実践から現象をリアルに記述し，記述を通し現象を説

明しうる概念を提示する．それを通して不登校・教室

外登校の児童生徒に対して行ってきた支援の技術を明

らかにする．

(2)グラウンデッド・セオリー・アプローチ

本研究の分析方法としてグラウンデッド・セオ
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リー・アプローチを採用する．グラウンデッド・セオ

リー・アプローチは，データに密着した分析から独自

の理論を生成する方法である．本研究では木下

(2003）による修正版グラウンデツド・セオリー・ア

プローチ(M-GTA,ModifiedGroundedTheoryApproach）
を採用する．

グラウンデッド・セオリー・アプローチの理論特性

は，理論内容のどの部分に働きかければ相手の行動が

どのように変化するのか予想することが可能なため，

ヒューマン・サービス分野での実践的な活用が期待さ

れている．鹿野ら（2009）は，養護教諭は児童生徒

との関わりを通して「内的充実」が得られ互恵関係を

構築していると述べている．

養護教諭の職務は，グラウンデッド・セオリー・ア

プローチの理論特性である社会相互作用に関係してお

り，相互作用を説明できる動態的説明理論であること

から本分析方法を採用した

(3)インフオーマント

グラウンデッド・セオリー・アプローチでは，対象

者をインフォーマント（情報提供者，InfOrmant）と

呼ぶ．

本研究でのインフォーマントの条件は「不登校・教

室外登校の児童生徒に関わった事のある養護教諭」で

あり，現在学校に勤務している人物であった

(4)面接の枠組み

面接は2009年７月から１１月にかけて，インフオー

マントの所属する学校の会議室，あるいは保健室で実

施した．面接時間は60分から９０分で，半構造化面接

を実施した．

あらかじめ用意したインタビューガイドをもとに実

施したが，できるだけインフオーマントの話の流れに

沿って発問の仕方を変えたり，追加したりした．面接

は，インフォーマントの承諾を得た上でＩＣレコー

ダーに録音し，調査研究者（第１著者）によって逐語

化した．

(5)分析方法

面接で得られたインフォーマントの発言データを調

査研究者が分析し第１著者と指導教員である第２著

者および臨床心理学専攻の修士２年生の３名で，各概

念名と集約された発言データが合致しているかどうか，

および概念図が全体を表現しているかどうかを討議し，

適宜修正を加えた．

た．

2）調査対象者

本調査のインフォーマントであった養護教諭６名の

うち３名を対象とした

3）実施時期

平成２１年１２月

4）調査方法

調査対象者である養護教諭３名のグループ討議を実

施した．インフォーマントの承諾を得てＩＣレコー

ダーに録音し，調査研究者が逐語化し木下（2003）

の提唱する「現実との適合性（fitness)｣，「理解しや

すき（understanding)｣，「一般性（generality)｣，「コン
トロール（control)」の４項目に分類し分析した

結果と考察

１．本調査

1）事前アンケート

協力の得られたインフォーマント（infA-Fと略記）

は６名であった養護教諭6名は，「不登校・教室外登

校の児童生徒に関わった事のある養護教諭」であり全

員常勤であった年齢は,45歳から59歳で平均年齢は

52.4歳であった経験年数は，２５年から３７年で平均

経験年数は，３１１年であったなお，インタビューは

1名は所属校の会議室で行い，他は保健室で行った

事前アンケートの結果から中学校の勤務経験があ

る養護教諭が不登校・教室外登校の児童生徒に関わっ

た事例が多いしかし，相談活動に占める割合は，現

在の勤務枝の保護者や児童生徒の実態や相談活動に対

する養護教諭の考え方によって異なることが分かった

不登校・教室外登校の児童生徒と関わるうえで「一

番困っている事を解決するにはどんな事が必要です

か？」という問いに対しては，６名全員が職員との連

携を挙げた．養護教諭は連携をしていく時間の確保の

難しさを挙げており，不登校対策会議等の定例の時間

ではなく，いかに日常生活の中で職員との情報を共有

する時間を確保するかの重要'性を挙げていたこれは，

伊藤（2003）が述べるように，カウンセリングは養

護教諭の職務と捉えているが，職務の多忙や連携に対

する困難さがあることを示しているといえよう．

2）分析結果と考察

(1)概念図について

修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチはそ

の性質上分析結果と考察を分けて記述することはせず，

個々のデータからどのように理論を導いたかを以下に

示す．

図ｌが分析の結果得られた概念図である．その際分

2．妥当性の検討

1）目的

本調査で明らかになった，「不登校・教室外登校の

児童生徒に対する養護教諭による支援の方法」につい

て，その解釈の妥当性を問うことを目的として実施し
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とである．児童生徒の状態を観察しながら少しずつ

学校への接近を促していた．

析の最小単位である概念名をく＞，概念間の関係か

ら構成きれるカテゴリー名を【】，さらにそれを包

括する大カテゴリーを《》で表している．分析の結

果，抽出された38の概念とそれから生成された７つの

カテゴリーによって，支援場面の相互作用のプロセス

として体系化することができた．

以下に不登校・教室外登校の児童生徒に対して養

護教諭がどのような支援を行っているかのプロセスに

ついて，その全体の概要を述べる

養護教諭は不登校・教室外登校の児童生徒を支援す

るとき，児童生徒の発達段階や状態を【観察・把握・

判断】しながら【段階的支援】を行っていたそして，

そのプロセスは不登校・教室外登校の児童生徒たちに

とって【保健室の意味の深化】を伴い進展していた

児童生徒たちが少しずつ行動範囲を広げるようになる

と，児童生徒たちの対人関係を観察したり，行動を後

押しするような【フォローアップ】を行っていた．ま

た，【家族機能への関わり】は，発達段階にある児童

生徒たちにとって欠かすことのできないものであり，

家族の力動に働きかける支援の方法であったさらに

養護教諭は学校で多くは－人の職種であり，担任やス

クールカウンセラーを含めた【職員・専門家との連

携】を行い，児童生徒を多面的に捉えていた養護教

諭の【実践知】は【段階的支援】や【観察・把握・判

断】に深く関わりっており，お互いに円環的に影響を

与えながら進展していた

養護教諭は不登校・教室外登校の児童生徒に対して，

彼ら／彼女らの発達段階や状態に応じて個々に支援の

方法を創り，最終的に児童生徒の自立を支援すること

を目指していた．

(2)各概念とカテゴリーについて

①【段階的支援】について

このカテゴリーは９の概念から構成されていた．養

護教諭は通常の時間の流れを意識しながら，不登校・

教室外登校の児童生徒に通常の時間とは少し違う時間

の流れ方と場所を提示し選択させていた．

<チューニング〉

この概念は，児童生徒との最初の出会いであり，児

童生徒と養護教諭の関係を創る入り口である．養護教

諭は児童生徒を受容し，ラジオのくチューニング〉を

行うように波長の合うところをお互いに探していた

｢－週間に一回来て，ちょっとずつ学校に近づく

ことができたんです．私も少しずつ彼女に近づい

ていきました．少しずつ回復してきて半年で学校

の横まで来るようになりました」InfOA

対極的な例としては，児童生徒が登校する状態でな

いときが考えられるが，全体のデータには存在しな

かった．

<児童生徒のペースに合わせる〉

この概念は，登校し少しずつ動き始めた児童生徒に

対して，Stepbystepで対応するということであり，

Stepは児童生徒の状態で異なるというものである

<自己表現の促進〉

この概念は，児童生徒の登校が少しずつ軌道に乗り，

児童生徒の状態によっては自ら好きなことを表現し始

めた際，それを促すよう関わることである．そのこと

で児童生徒が心的エネルギーを補給し自信を回復し，

人との関わりに変化も出てくる．

<外出する・体を動かす〉

この概念は，外出したり体を動したりすることで活

動を活発にし，児童生徒の気分転換を図ることである．

対極的な例としては，外出したり体を動かすことが

苦手であるということが考えられるが，データ全体で

は存在しなかった

く児童生徒の仲介・調整〉

不登校・教室外登校の児童生徒たちは，自分の意志

をうまく表現できないことが多い．養護教諭は彼ら／

彼女らの代弁をしたり，仲介役や調整役をする．
｢家庭訪問に行った時，『会いに来たよ今度学校

に来た養護教諭のＵです．会ってくれてありがと

う」と言いましたそのうち彼女が『保健室に

来てもいい」と言ったんです.」InfOF

.「クラスの子が給食を保健室に持ってくるように

なるでしよ．（Ｆは）「ありがとう」って言えない．

クラスの子は，『先生，なんでＦさんはありがと

うも言わないの？」って言うでしよ．「Ｆさんにあ
く学校への段階的接近を促す〉

この概念は，児童生徒の状態に応じて登校を促すこ
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りがとうと言ってほしいから持ってきてる

の？』って聞くと，（その子たちは）『いいえ，違

います」って言うんですね．だから，肺さんに

給食のこと持ってくるか，食べるか聞いてみ

た？」って伝えたりしましたね.」Ｉｎｆｏ・Ｐ

の？』と言った事がありましたね.」InfOD

②【フオローアップ】について

この概念は２つの概念から構成きれていた

く対人関係の観察〉

児童生徒たちの行動の範囲が広がり，教室へ行った

り，また保健室や別室を行き来する時期である．養護

教諭は，保健室の中だけでなく，クラスや遊んでいる

ときの児童生徒の対人関係を観察することである．

<児童生徒同士の交流〉

この概念は，学校内の活動が拡大しつつある児童生

徒に対して，児童生徒たち同士の交流を促すことであ

る．

．「Ｅちゃんの得意な折り紙をみんなでしたり，大

きな輪になってすることで，自分が教えてあげる

ことやみんなから『Ｅちゃん，ここどうなってる

の？」て尋ねられたりすることがだんだん増えて

いきましたね．そうすると，（Ｅちゃんの）話し

方も変わるんですね」InfOE

<行動の後押し〉

養護教諭は不登校・教室外登校の児童生徒たちが教

室に行くときもう－歩踏み出すことができないとき，

本人のペースや状態を見て一緒に行動することである．このような支援が不十分であった例としては，集団

が苦手という例が見られた

③【観察・把握・判断】について

このカテゴリーは，１１の概念から構成きれていた

く心理的特徴〉

この概念は，児童生徒の心理的特徴を把握し，彼ら

／彼女らの特性に応じた支援を行うことである．

<意志の尊重と選択〉

この概念は，養護教諭が児童生徒の意志を大切にし

ながら，最後は自分自身で決定させることである．

.「本人が決めましたね．理科と体育は早い段階か

ら教室に行ってました．そして個別に指導しても

らうようになって，勉強も少しずつ取り組めるよ

うになったんですね．そしてクラスの様子を気に

し始めたんですねＪＩｎｆＯＢ

.「しっかりしてるという印象だったけど，教室で

はしゃべらなくておとなしい．実はしっかり者だ

けど，友達関係ではなかなか言えないということ

もあって・・・」InfOE
く教室への段階的接近を促す〉

この概念は，登校が軌道に乗り，教室に行きたい気

持を持つ児童生徒に対して，少しずつ教室に接近して

いくよう促すことである．

<家庭環境〉

この概念は，家庭訪問をしたり，保護者と話すこと

で家族の力動を知ることである．

．「班ごとに来てもらって，親しくない子と食べら

れるようになって，クラスが一から二巡したかな

あ．親しい友達とは活動できるようになってきて

たし，表情も明るくなってきてましたしね」

InfbB

.｢子どもが来れないとき何でだろうって思う．ここ

（学校）で調べても分からないんだから，家庭訪

問するんだと思う．行ってみて分からないことも

あるけど，人に聞くより自分で行った方がいいＪ

ＩｎｆＯＡ

〈成長する力〉

この概念は，養護教諭は児童生徒が本来持っている

潜在能力を引き出そうとすることである．

対極的な例は，教室に行くことについての迷いが見

られた例があった．教室に全く行かなかったというこ

とではなく，養護教諭に保健室に在室してもいいかと

いう確認したものであった

．「(Ｄは）『私は，ずっと保健室に居たらダメな

の？私は，ここ（保健室）から卒業したらダメな
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く身体の緊張の有無〉

この概念は，児童生徒の身体の様子を観察し，体の

緊張状態を観察することである．

｢Ｅちゃんが今まであんなにしゃべっていたのに

しゃべらなくなったりする．何人か子どもたちが

いて，この子がいると急に黙ってしまうと

か・・・」InfOE

く行動の観察〉

この概念は，児童生徒の行動を観察することで心身

の状態を推測することである．<表情の変化〉

この概念は，児童生徒の表情を観察することである．
．「お姉ちゃんというのもあるから登校日数は増

えてきました．時々，登校時に泣くということも

あったけど，妹と一緒になって泣くことは少なく

なりましたねJInfOE

．「｢えっ」って感じで，ニッコリしましたね．はに

かんだようにニコッとして，（笑い)．表情とか？

見てるＪＩｎｆＯＥ

<自己主張〉

この概念は，児童生徒が養護教諭や親しい友達に

自分の言いたいことを言えるようになることである．

く児童生徒の特定的願望の推測〉

この概念は，児童生徒の表面的には分からないが，

その行動や言葉から心理的内面にある願望を推測する

ことである．
｢最初は「いや_あ』とか『はあ～」とか言っ

てるけど，そのうちに（Ｃ君が）『気持がどうし

てもダメだった」とか，『ドキドキして不安に

なったｊとか言えるようになるんですね．そし

て「(教室に）まだ，行きません.」ってね．心の

奥が少しずつ見えるようになるＪＩｎｆＯＣ

｢ここは悩みどころって時があるんですね．その

子との言葉のやりとりとか，声の微妙なトーンと

か，表情とかね．（教室に）行きたいんじゃない

かと思うときがある．子どもって『(教室に）行

くかも』ってサイン出すでしよ．『あれ？今日は

なんかやりたそうじゃない？」って思う時・・・」

InfOD
く語り直し〉

この概念は，児童生徒が元気になりつつあるとき，

今まで過ごしてきた過程を養護教諭に語る事である．

また，養護教諭も児童生徒と過ごしてきたことを振り

返ることである．

<身体反応の観察〉

この概念は，養護教諭が児童生徒の身体の反応を観

察することである．彼ら／彼女らの状態を把握し，支

援に活かすことである．
．「｢実は私（養護教諭)，明日から修学旅行なんだ

よ」って言ったら（Ｄが）『ああ修学旅行か，な

つかしいなあ．あの時は私，ずいぶん勝手しまし

たねえ」って言ったんですよ（笑)．『あの時は，

自分勝手で，わがままだったですね』って言った

んです．（私は）『(Ｄが）ああ，ついにそう思え

る時がきたかあ」って思いましたＪＩｎｆＯＤ

.「(Ｃ君の）お尻が上がらないですね．『行ってみ

ようかつ」と言ってもね．こうじっとしてお尻

がいすから離れないの．不登校の子どもの中には，

体が震えるとか，けいれんするとかする子もいる

けど，Ｃ君はそれはなくてね．こうお尻がいすか

ら離れないし，これは行きたくないんだと思って

ねＪＩｎｆＯＣ
以上のような過程で生成された【段階的支援】と

【フォローアップ】と【観察・把握・判断】における

概念の関係について，以下のように考えることができ

る．【段階的支援】におけるくチューニング〉は【観

察・把握・判断】のく心理的特徴〉とく家庭環境〉に

深く関わっている．養護教諭は，児童生徒の現すサイ

ンを敏感にキャッチし，どの部分に働きかければ児童

生徒に響くかということを考えていたこのことは，

養護教諭は児童生徒の示す症状をサインとして捉え，

児童生徒自身が自覚していないサインをキャッチして，

【観察・把握・判断】していると考えられた．

次にく学校への段階的接近を促し〉ながら児童生徒

杉浦（1992）は人は心理的ストレスを身体に受け

た場合に緊張状態を呈し，そのストレスに対処しよう

として自律神経系が働き身体症状として現れると述

べている．養護教諭は，〈身体の緊張の有無〉〈表情の

変化〉〈身体反応の観察〉を通して児童生徒の心身の

状態を把握し支援につなげていた

く対話の様子〉

この概念は，養護教諭が話しかけたり，児童生徒同

士の対話の様子を観察したりすることで，児童生徒の

心身の状態を知ることである．
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が登校を開始すると，〈体の緊張の有無〉やく表情の

変化〉を通してく身体反応の観察〉を行っていた児

童生徒が少しずつ回復してくると，〈児童生徒同士の

交流〉を保健室や別室で行い，まだ，自分の意志をう

まく表現できなかったり，コミュニケーションがとれ

ない場合には，〈児童生徒の仲介・調整〉を行ってい

た．児童生徒の交流の様子の把握は，具体的にはく対

話の様子〉を通して行っていたさらに児童生徒が

活動の範囲を広げ始めると，教室への段階的接近を促

しながら，自分で意志を決定きせるく意志の尊重と選

択〉を行っていた【フォローアップ】は，教室や別

室を行き来する児童生徒の様子をく対人関係の観察〉

や，児童生徒のく行動の後押し〉をして身体反応を観

察していた

このように【段階的支援】と【観察・把握・判断】

は，児童生徒の発達や変容によって円環的に関わって

いた養護教諭は瞬時に児童生徒を【観察・把握・判

断】しアプローチをするというフレキシブルな対応

をしていた．そのプロセスは行きつ戻りつする支援の

方法であった．

④【保健室の意味の深化】

保健室という同一の空間には５つの異なる心理的意

味が重なり合わきれていた．

<安心できる場〉

児童生徒が学校に登校するとき，安心して過ごすこ

とができる場所を提供することである．

で緊張しているが，その後保健室で自由に動くことが

できるようになり，保健室が居場所としての安心感が

増すということである．その結果，保健室を拠点とし

て別室等に行くことができるようになる．

<学びの場〉

この概念は，保健室が不登校・教室外登校の児童生

徒たちにとって人間関係を学ぶ場となるということで

ある．不登校・教室外登校の児童生徒たちは，集団が

苦手であったり，自己表現が苦手である．社会的自立

の練習の場ともいえる．

くリトリートとしての機能〉

この概念は，児童生徒が教室や別室に行動範囲を広

げ活動的になるが，まだ精神的に不安定であり，いつ

でも帰ってきて休憩する場所や不安になったときのリ

トリート（休憩所／避難所）として機能していること

である．

.「まだ彼にとって保健室が彼のホームルームとい

うか，不安があったんでしょうね．ほとんど教室

で過ごしていたのに，でもまだ自分の居場所は保

健室みたいなことかな．すぐに逃げ込めるように

していたのかな，今思うと」InfOB

対極的な例は，最初の段階で保健室の居心地の悪さ

をいうものがあった．保健室に在室しないことではな

く，在室場所を別室にも広げたというものであった．

以上のような過程で生成された【保健室の意味の深

化】について，概念間の関係は以下のように考えるこ

とができる．

不登校・教室外登校の児童生徒たちにとって，安全

を保証し，〈安心できる場〉として保健室が機能して

いた．児童生徒たちは少しずつ活動を拡大しく保健

室の居場所の定着〉が起こり，居場所が定着すること

によって保健室はく安心感の拡大〉に進展し，保健室

を拠点として，安定した学校生活を過ごすようになっ

ていた．その後，児童生徒たちの交流が保健室の中や

別室で起こるようになると，〈学びの場〉としての機

能を持つようになっていた

しかし教室や別室に行く児童生徒たちは心身とも

にまだ不安定な状態にある．児童生徒たちが教室での

く保健室の居場所の定着〉

児童生徒は，登校開始当初，どこに座ったらいいの

かきえ分からなかったりするが，徐々に保健室での居

場所が決まり定着してくる．精神的にも安定した状態

で過ごすことができるようになる．

｢保健室には黙って入ってきて，－番好きな場所

を見つけていつもそこに座ってましたＪＩｎｆＯＦ

く安心感の拡大〉

この概念は，登校が始まってしばらくは保健室の中
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刺激に対してまだ十分に回復できていない場合，保健

室は休憩所であったり，避難場所であるくリトリート

としての機能〉を果していた

このように，不登校・教室外登校の児童生徒たちに

とっての保健室は【保健室の意味の深化】を伴って進

展していた．

⑤【家族機能への関わり】

<保護者の思いの理解〉

この概念は，養護教諭が不登校・教室外登校の児童

生徒たちの保護者の思いを理解し，一緒に関わってい

こうというものである．

この概念は養護教諭が担任と連携し児童生徒に

とって何が必要かを考え，彼ら／彼女らを多面的に捉

え一緒に取り組んでいくことである．

<チームで関わる〉

この概念は，養護教諭は児童生徒と関わるとき職員

と連携し対応するということである．そして自分自身

の考え方や判断を様々な視点で見るということである．

.「解決するためには保護者を支えながらつながり

を大切にしていくことだと思います．特にお母さ

んに寄り添うことは大切だとも思います.」InfoB

.「１０時前には登校して理科だけじゃなくて，他の

教科も行くようになりましたね．他の先生も協力

して少しずつ教えていくうちに『ちょっとクラ

スにいってみようかな」と言い出しましたねＪ

ＩｎｆＯＢ
<保護者に伝える〉

この概念は，養護教諭は保護者へ児童生徒の様子を

伝えながら，保護者から家庭での児童生徒の様子を聴

いていた．また，必要に応じて保護者に対して情報の

提供も行っていた

く専門家との協働〉

この概念は，養護教諭は必要に応じて専門家と連携

し，その児童生徒の状態に応じた支援するということ

である．
．「Ｂ男君の送迎の時いつも話してました．まとめ

てドーンと話すんじゃなくてその日あったことを

知らせたり，おうちのことを聞いたりしましたＪ

ＩｎｆＯＢ

.「親御さんが（スクールカウンセラーのカウンセ

リングを）受けられたいと言われて，本人にも受

けさせたいと言われて一緒に受けられたり，－人

ずつ受けられたりしてました．中ｌの頃はずっと

カウンセリングを受けられていました．完全に不

登校の頃ですね.」InfOC

<不登校親の会の工夫〉

この概念は，不登校・教室外登校の児童生徒たちの

保護者がお互いの思いを共有し養護教諭もその場に

立ち会って一緒学んでいこうというものである． 以上のようにして生成された【職員・専門家との連

携】について，概念間の関係は以下のように考えるこ

とができる．

養護教諭が，不登校・教室外登校の児童生徒たちを

支援する時，〈担任との協働〉が中心に行われており，

<専門家との協働〉も欠かすことのできないものと

なっていたすなわち，養護教諭が児童生徒たちを多

面的に捉える視点が欠かせないものになっていたこ

のようにくチームで関わる〉ことが，児童生徒たちに

とって重要なことであると捉えていた．

⑦【実践知】

<人間観・児童生徒観〉

この概念は，養護教諭は発達の過程である児童生徒

にどのように成長してほしいのかを自分の人間観と重

ね合わせながら接しているということである．

．「親も親同士つながり，私もその中に入れてもら

えれば円になりますね．そうつながることが，勇

気につながるというか．『学校に無理に行かせな

くてもいいんだ」とか，「学校に行くことって子

どもが自立する事よれ．学校に行くことは，通過

地点よれ』とか人の話を聞いて自信を持ってこ

られるＪＩｎｆＯＢ

以上のような過程で生成された【家族機能の関わ

り】について概念間の関係は以下のように考えられ

る．養護教諭は，発達途上にある児童生徒の支援をす

るとき，家族の力動の中で児童生徒を捉えていた．そ

れは，〈保護者の思いの理解〉をし学校での様子や

出来事をく保護者に伝える〉ことを通して，家族の機

能に関わる支援であったさらに養護教諭は，〈不

登校の親の会の工夫〉を通して，保護者同士のつなが

りを創る支援をしていた．

⑥【職員・専門家との連携】

<担任との協働〉

｢私は，要領の悪い子，できない子は何となく生

理的に好きなんですね．表面だけうまくすべって

いく子と違って，どんと落ち込むだけ（人間的

に）厚みが出るというか・・・人間性があるとい
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うか，そういう人になっていくだろうなという期

待感があるんですね.」InfOC

人はそれぞれく人間観・児童生徒観〉があり，養護

教諭はそれを根底に据えたそれぞれのく養護観〉が

あった．不登校・教室外登校の児童生徒たちと出会っ

てきた養護教諭は，〈人間観・児童生徒観〉やく養護

観〉を根底に据えたく不登校観〉を持っていたこの

ことは，養護教諭の支援は児童生徒たちに対して，生

まれてよかった（過去)，今ここにいることが安心

(現在)，さらに生きていくことに希望がもてる（将

来）ということを思えるようにする「養護」が機能し

ていると考える（大谷,2008)．さらに養護教諭は他

の職務をしながら，日常の生活の中で不登校・教室外

登校の児童生徒たちへの対応をしていた

つまり，病気やけがで来室する児童生徒たちへの対

応，文書の処理，保健指導の準備など様々な職務内容

を並行して行っていた．そのため，養護教諭はく自己

調整〉をしながら，職員と連携し児童生徒を支援し

ていたそして，学校の評価にはない養護教諭のく評

価の独自性〉は児童生徒のできていることや長所に焦

点をあて，その子のペースで成長することを認める評

価であったそれは，養護教諭が保健室や別室で多く

の時間を児童生徒たちと過ごし，彼ら／彼女らと共に

歩む養護教諭ならではの評価であった

2．妥当性の検討

本調査で「不登校・教室外登校の児童生徒に対する

養護教諭の支援の方法」について得られた結果の妥当

性を問うことを目的として，グループ討議を実施した．

そこで得られたデータを「現実との適合性｣，「理解し

やすさ｣，「一般性｣，「コントロール」の４項目に分類

した．

その結果，養護教諭が不登校・教室外登校の児童生

徒たちと関わる時に現実的で適合性があり，理解しや

すい等の発言がインフォーマントから得られた．本調

査の分析結果は妥当であるとの評価が得られたと判断

したしかしサブカテゴリー【家族機能への関わり】

【職員・専門家との連携】について同時進行で行われ

ていることをもっと意識化した図が分かりやすいとい

う指摘を受けたので，修正を加えた

<養護観〉

この概念は，養護教諭は児童生徒にとって今何が必

要か，その子が生き生きと生きていくために必要な事

を考えているということである．

.「すご〈（Ｄ君を）包むときもあるし，突っぱね

たときもある．生きるってのは甘くないからです

ね．いつまでも，周りは（思い通りには）動かな

いよ．何か傷ついた時に全て人のせいにしても，

何も生まれないから，きっとそれを乗り越えてい

くと何か生まれるから今でなくてもいいからっ

て伝えてましたＪＩｎｆｂＤ

く不登校観〉

この概念は，不登校の児童生徒たちと出会い，実践

から学んだ不登校の児童生徒のとらえ方である．

.「その前に出会った不登校の子どもたちも登校班

で登校することは難しかったですね．まあ，登校

班で登校できるなら学校になんなく来れるよれっ

て話ですよね（笑い)．それほど難しいし，不登

校の子どもたちにとって困難なことですよね」

InfOB

<自己調整〉

養護教諭は日常の職務の中で不登校・教室外登校の

児童生徒たちと対応し自分自身の自己調整も行いな

がら対応することである．

.「ちょっと，楽になりたかったのが本音かな（笑

い)．学校に登校できるようになって（子どもが）

ずっと保健室に居ることが多くなるでしよ．

ちょっとそのこともつらくなったしずっと一人

で背負い込むの変でしょJInfOB

く評価の独自性〉

この概念は，養護教諭は児童生徒に対して，学校の

評価にとらわれない独自の評価をすることである．

．「保健室では違う物差しで見ることができるとい

うね．養護教諭の評価，特別な空間．また，そう

したいなと思うんですよ．私も学校の職員だから，

そういう学校の評価目線は持ってるよね．でも，

今，この子に言っても響かない－人ずつ丁寧に

関わって，一緒にその子の課題を探して歩んでい

きたいなと思いますねJInfbC

全体的考察

本研究の結果から，不登校・教室外登校の児童生徒

に対する養護教諭による支援の方法については，次の

3点が明らかになった．第１に養護教諭は漫然とでは

なくある程度段階にのっとって，児童生徒たちの状態

や行動を観察しながら対応していた点である．ただし，

第２に養護教諭はその支援の方法を柔軟に活用してい

たが，それを意識化していなかった点である．第３に

以上のようにして生成きれた【実践知】について，

概念間の関係は以下のように考えることができる．



4５不登校児童生徒への養護教諭による支援

このプロセスは，不登校・教室外登校の児童生徒たち

にとっての保健室の意味の深化を伴って進展していた

点である．その意味の深化の基盤となっていたのは，

養護教諭は保健室を教室とのマージナルな空間として

機能きせていたことだと考える．

確かに今回の調査では，保健室は不登校・教室外

登校の児童生徒たちにとって安全が保証きれる心の居

場所（文部科学省，1998）となっていたさらに養

護教諭の行う支援は，心的エネルギーを補給（あいの

会，1995）していたこれらの機能は，多くの時間を

児童生徒たちと共に過ごし支援していこうとする養護

教諭ならではの機能である．また，ソーシャルスキル

の低い不登校の児童生徒たち（粕谷・河村，2004）に

とっては，他の児童生徒と交流することで，社会的ス

キルを学ぶ学びの場となっていた．

さらに保健室は，児童生徒たちが教室復帰へと向か

う時，何時でも帰ってきてよい場所，あるいは一時的

に避難できる場所としてのリトリートとして機能して

いた．

このことから，「保健室の機能を活かす」（保健体育

審議会答申，1997）とは，不登校・教室外登校の児童

生徒たちに，彼ら／彼女らのペースに応じて回復する

場所と時間を保証し，保健室がリトリートとして機能

することであると整理することができる．

1．養護教諭による段階的な支援の方法

養護教諭の支援の方法は，経験に依存しシステマ

ティックではないと思われがちだが，ある程度段階に

のっとって，児童生徒たちの状態や行動を観察しなが

ら対応していた．

養護教諭の支援の方法は，【段階的支援】が特徴的

であったこの【段階的支援】は，それぞれの段階を

包括しながら，児童生徒の発達段階や心身の状態に

よって，行きつ戻りつする支援の方法であったまた，

養護教諭が行う【観察・把握・判断】は，情報収集の

方法や児童生徒を観察する視点が多面的であり，客観

的な事実から児童生徒を理解する外面的理解が特徴的

であった．そして，アプローチは，児童生徒の発達や

心身の状態に応じて段階的支援を行うことが特徴的で

あった．さらにこのプロセスは，保健室の意味の深

化を伴って進展していることが明らかになった．

下山（2009）の機能分析から見ると，養護教諭の

支援は，不登校・教室外登校の児童生徒たちの認知・

感情・行動などを見るミクロな分析を行いつつ，学校

や学級の中における彼ら／彼女らの状態や行動を見る

マクロな分析を行い、さらにそれらの状態や行動から

彼ら／彼女らの内面の動きを推測するミクロな分析を

行っていたといえよう．

4．養護教諭とスクールカウンセラーの支援の方法

の異同

一般にスクールカウンセラーはカウンセリングを

一定の構造の中で行うことを原則としている．スクー

ルカウンセラーは，カウンセリングの中で得た児童生

徒の状態や心の内面をもとにアセスメントして，アプ

ローチする．

それに対し，養護教諭の行う支援は，日常生活の中

で行われており一定の構造を持たない．養護教諭は児

童生徒たちと日常生活を過ごし，学校生活の中での心

理的な特徴や対人関係をもとに主に外に表れた行動

を観察し対応していた．

すなわち，不登校・教室外登校の児童生徒たちの支

援の方法について，スクールカウンセラーは主観的事

実から児童生徒の状況を把握する内面的理解が特徴的

であるのに対して，養護教諭は客観的事実から状況を

把握する外面的理解が特徴的であるといえる．また周

知のことであるが，スクールカウンセラー，養護教諭

とも児童生徒に寄り添い支援していくことは共通であ

るといえる．

本研究の結果から，養護教諭は不登校・教室外登校

の児童生徒たちに対する【観察・把握・判断】と対応

は，彼ら／彼女らの心理的特徴も捉えつつ，スクール

カウンセラーの意見も踏まえて多面的に情報を収集し

支援を行っていた．また養護教諭が行う支援のプロセ

スの中で【観察・把握・判断】と対応は円環的に関わ

り合っていることが明らかになった．このように養護

教諭が実際の曰常生活の中で児童生徒の動きや状態を

2．養護教諭の支援の方法の特徴

一方，その支援の方法を養護教諭自身が意識化して

おらず，その場とその子の状態に応じて対応しており，

その【観察・把握・判断】とアプローチは円環的に関

わり合っていた．養護教諭の支援は，児童生徒の発達

や心身の状態に応じて臨機応変に行われていたざら

に養護教諭は，不登校・教室外登校の児童生徒たちへ

の支援を日常の職務と並行しながら行い彼ら／彼女

らの状態を瞬時に判断して，アプローチしていた．そ

のため，養護教諭はそのスキルを意識化しておらず，

意識化していないことが養護教諭の特徴だと考えられ

る．

3．保健室という居場所の特異性について

保健室という同一の空間には，５つの異なる意味が

重なり合わきれていた．また，保健室は，学校の中に

ある１つの部屋でありながら，他とは違った緩やかな

時間の流れる場所として機能していた．
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とらえていく作業を「養護アセスメント」と呼ぶ。

今後，養護教諭が行う支援の方法に，アセスメント

とアプローチをプロセスとして意識的に捉える観点を

加えることが必要であろう．この観点を加えていくこ

とにより，養護教諭の支援の方法が明確になり，ざら

に洗練きれていくと考える．

5．養護教諭と不登校・教室外登校の児童生徒との

関係について

次に本研究で明らかになった養護教諭と児童生徒の

関係について考察する．

養護教諭は不登校・教室外登校の児童生徒との出会

いを大切にし受け入れ，彼ら／彼女らとの信頼関係

を築いていたその後，養護教諭は，その子に応じた

関係の距離の取り方を工夫していたつまり，必要に

応じてつかず離れずにいたり，密着していたりの人間

関係を使い分けていた具体的には，不登校・教室外

登校の児童生徒を迎い入れ，その子の状況を【観察・

把握・判断】し段階的な支援を行うとき，その段階

に合わせ，養護教諭自身の対応を変化させていた．

栗谷ら（２００３）は養護教諭の援助技術の１つを，

「指導体制の理想に合わせる」機能と捉えている．し

かし本研究の結果から，養護教諭は，学校の指導の

体制に合わせながら，児童生徒の立場に立ち，時には

その役割を超えた支援をしていた．このことは，養護

教諭と児童生徒の関係において，「時に職業役割を突

き抜けていくことで，実現する子どもとの関わり」

（山梨，2009）が機能していたといえよう．

今後の課題としては，次の２点が明らかになった

第１は不登校・教室外登校の児童生徒たちの支援につ

いて，地域とのつながりを明らかにすることができな

かった点である．第２は健康相談活動における効果的

な職員との連携の在り方が課題である．
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